
ゲノムプロジェクトが終了して分かったこ

とにタンパク質の設計図である遺伝子

の数が予想よりもはるかに少なかったと

いうことがあります。では、私達ヒトを含め

て生命はどのように、多様な生理機能に

関与するたくさんの種類のタンパク質を

作り出しているのでしょうか。一つの遺伝

子から作られたタンパク質の機能を多様

にする機構の一つとしてタンパク質の翻

訳後修飾が知られています。特にほ乳動

物のタンパク質では翻訳後修飾を受け

ることで生理機能が変化することが良く

知られています。分かり易く言うと翻訳後

修飾という様々なお化粧をされることで

機能が調節されたり、変化したりして生ま

れ変わると言うことです。このようなタン

パク質の翻訳後修飾としては、シグナル

伝達に関与するタンパク質のリン酸化が

良く知られていますが、その他にアセチル

化、メチル化、ユビキチン化などがありま

す。私達の研究室ではこのようなタンパ

ク質の翻訳後修飾の中で特にチロシン

残基の硫酸化に関する研究を行ってい

ます。ここではタンパク質のチロシン残基

の硫酸化を中心に翻訳後修飾の重要

性について紹介します。

お化粧して生まれ変わるタンパク質：
翻訳後修飾の重要性

榊原陽一 宮崎大学農学部応用生物科学科展示責任者

ゲノムは語る「人への道」
ヒトとチンパンジーを遺伝子と染色体で比較する

藤山秋佐夫 国立情報学研究所学術研究情報研究系展示責任者

私たちが研究対象にしている生物は、ヒ

トを含む霊長類です。2003年の４月にヒ

トゲノム解読完了のニュースが流れまし

たが、その一部を、ポスターで紹介します。

では、ヒトゲノムには、何が書かれていた

のでしょう。そのまま見ただけでは、・・

GATCGTA・・といった記号の列が見え

るだけです。しかし、この中には我々ヒト

が他の生物とは違い、はっきりとヒトとし

て区別できるだけの意味（情報）が含ま

れているのです。それでは、どうすればそ

れを見つけることができるでしょう。

そこで、私たちはヒトに最も近い生き物で

あるチンパンジーのゲノムを調べることに

しました。ヒトとチンパンジーは、いまから

約数百万年前に同じ祖先（誰も知りませ

ん）から別れ、いろいろな変化を受けて、

今のような別々の種類になってきました。

そこで、チンパンジーとヒトを比べれば、

500万年の間にどのような変化を受けて

きたかが分かるはずなのです。見た目も

違いますし、骨格もずいぶん違います。こ

れらの違いを引き起こす原因が、ゲノム

に書かれているはずなのです。

ヒトとチンパンジーのゲノムの違いは染

色体にもあります。ヒトの２番目に大きい

染色体が、ヒト以外の霊長類では２本の

染色体に分かれており、これは類人猿の

中でもヒトだけに見られる特徴です。皆さ

んも見つけて下さい。
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タンパク質をとおして病気の原因を探る

前田忠計／大石正道 北里大学理学部生体分子動力学研究室展示責任者

糖尿病は、すい臓からインスリンというホ

ルモンが出にくくなったり、インスリンのは

たらきが悪くなる病気ですが、症状が進

むと神経や血管、心臓や腎臓などが悪く

なり、手足が腐ってついには死に至る恐

い病気です。私たちの研究室では、医学

部と共同で遺伝的に糖尿病になりやす

いネズミを使って、糖尿病になるとどの臓

器のどのタンパク質が変化するかを網羅

的に調べています。このようにタンパク質

をとおして病気の原因を解明する方法を

プロテオーム解析と呼び、ポストゲノム時

代の一研究領域として注目されていま

す。（プロテオームというのは、体のいろ

いろな細胞や組織でつくられるすべての

「タンパク質」のことです）。

空気中の酸素は私たちが生きるのに不

可欠ですが、これとは異なり、体内で活性

酸素が発生すると、DNAやタンパク質、

脂質など体に含まれる大事な物質に傷

がつき、病気がひどくなります。私たちは、

活性酸素で傷ついたタンパク質を調べ

る方法を開発しました。その方法を使っ

て糖尿病ネズミのいろいろな臓器を調べ

たところ、特定の臓器で特定のタンパク

質が優先的に酸化されていて、しかもそ

れがかなり体内にたまっていることを見つ

けました。特に筋肉では、アクチンやミオ

シンといった筋肉収縮に関わるタンパク

質が酸化されていました。糖尿病になる

と体が疲れやすくなりますが、それは筋肉

タンパク質が酸化されて働けなくなって

いるためかも知れません。

ポスター発表では、プロテオーム解析に

ついてわかりやすく説明するとともに、実

験動物で得た基礎データをヒトの病因解

明に結びつけるための研究について概

説します。
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近年さかんに行われているゲノム研究に

より、さまざまな生物のもつ全ての遺伝

子セットが明らかになっています。しかし、

例えばヒトは約3万個の遺伝子を持つと

考えられていますが、その半分以上は何

のために必要なのか分かっていません。

このような遺伝子の役割を調べること

が、遺伝子研究の最も重要で最も難し

い問題です。DNAマイクロアレイはこの

問題の解決において重要な役割をもつ

最新の技術です。「マイクロ」とは「微小

な」という意味で、「アレイ」とは「並び」

という意味です。この名前が表すように、

マイクロアレイとは数千から数万個もの

微小“検出器”がライターほどの大きさ

のガラス上に並べられたものです（図）。

一つ一つの“検出器”は生物の持つ一

つ一つの遺伝子から合成されたRNAの

量をはかることができます。実はこの“検

出器”はDNAでできています。

私たちのポスターでは、このDNAマイクロ

アレイの詳しい原理と、これを使って何が

わかるのか、どのようなことに役に立つの

か、などについて分かりやすく説明します。

DNAマイクロアレイ
―生物の持つ全ての遺伝子の働きを調べる―

石浦正寛展示責任者
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（図）健康なネズミ（左）と糖尿病ネズミ（右）
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名古屋大学遺伝子実験施設

実際のDNAマイクロアレイの写真とその一部拡大

はたらくゲノム-タンパク質
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